
第３,４回定例議会 一般質問

令和５年がスタートしました。議席をお預かりしてから、まもなく１期４年が
経過します。住みやすい、暮らしやすい街を目指し、これまで区に対して様々
な提言をして参りましたが、まだまだ解決すべき課題が山積しています。すで
に４年目に入っている新型コロナ対応に加え、国際紛争に端を発したエネルギー
や物価の高騰など、私たちの暮らしに直結する問題や、教育、保育、防災対策
など。簡単なことは一つもありませんが、真摯に、そして
迅速に取り組んで参りたいと考えています。
皆さまの元まで「会いに行きます」という言葉が私のモッ
トーです。その変わらぬ信念のもと、区民の皆さまの代弁
者として、今の暮らしに対する不安や、行政に対する不満
など、思っていること、感じていることを伺い、伝え、しっ
かりと形にしていきます。引き続き、より良い区政、暮ら
しのために頑張って参りますので、何なりとご意見、ご相
談をお寄せください。今後とも何とぞよろしくお願いいた
します。

令和５年も引き続き、会いにいきます！

自転車交通について

民主クラブ（立憲民主党・国民民主党・無所属）

���� 年（昭和 �� 年）生まれ、板橋区
加賀在住。IT 企業に �� 年勤めた後に
退職。代議士秘書を経て、板橋の暮ら
しをより良くするために政治家を志
す。地域の PTA、おやじの会、消防団、
まちづくり協議会などに参加し、積極
的に地域活動に取り組む。
妻、息子（�� 歳）、娘（�� 歳）の４人家族。
石川県金沢市出身。星稜高校、筑波大
学第一学群自然学類物理学専攻卒。武
蔵野音楽大学別科修了（声楽）

板橋区立金沢小学校 PTA 会長
板橋区立小学校 PTA 連合会 会計
板橋区立金沢小学校おやじの会
板橋消防団 第一分団 分団長
加賀まちづくり協議会 会員
板橋石川県人会 幹事長・会計
板橋宿不動通り商店街青年部 会員
板橋法人会 会員
板橋法人会 青年部会員
加賀五四自治会 防災副部長
声楽家 加茂下稔 門下生
ｱｰﾃｨｽﾄﾊﾞﾝｸ板橋 ｸﾞﾙｯﾎ ・゚ﾐﾉﾘｰﾄ ﾒﾝﾊﾞｰ
板橋区混声合唱団 団員
板橋茨城県人会 幹事
NPO 法人 ピースオブファミリア 幹事
NPO 法人 政策学校一新塾 �� 期生
小沢一郎政治塾 �� 期生 幹事長

常任委員会

特別委員会
地域・経済活性化調査特別委員会

健康福祉委員会
高齢福祉、健康及び保健衛生、
保健所、介護保険、国民健康保
険、国民年金、後期高齢者医療
制度、障がい者福祉、その他の
社会福祉

地域・経済活性化に関する調査

板橋区自転車活用推進計画より抜粋 (p112,113)

令和４年 2 月に「板橋区自転車活
用推進計画」が策定され、今後の区
内道路の整備計画が示されました。
2030 年までに半分程度が整備され
る予定です。自動車にとっても、歩
行者にとっても、自転車にとっても
安全に通行できる道路となるよう
に、１日も早い整備を推進します！

自転車用道路 整備形態の選定結果

×

×
×

×

×

② 国道、都道は整備対象外
→区道と連続したネットワー
ク路線を検討していくと記載

① 自転車専用道路：赤
自転車専用通行帯：青
矢羽型表示：黄
→ほとんどが矢羽型表示

おばけんの提言！�������

③ × は 2019,2020 年の
死亡事故発生箇所
→ほぼ国道・都道

板橋区自転車活用推進計画について詳しく解説！！
防災士、私道助成、いたばし Pay、児童養護施設、教育 etc...

「自 転 車 専 用 道 路」
設置を目指すべき！

１、

重大事故が起きてい
る道路は国道・都道
なので連携が重要！

大人のための自転車
マナー講習会を開く
べき！

２、

３、
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Q A防
災
士
支
援
制
度

おばた 区長
防災士になるには研修講座を受講し、試験
に合格しなければならないが、総額で６万
円程度の高額の費用がかかる。２３区では
千代田、港、新宿、文京、目黒、世田谷など、
多くの自治体が助成金制度を設けている。
防災士取得に対する助成制度導入を検討す
べきと考えるが見解は。

「防災リーダー入門コース」を動画受講可
能とするなど、防災リーダー育成の取り組
みを行っている。防災士の助成制度につい
ては、今後、研究をしていきたい。

多くの区で行われている助成
制度を板橋区でも実施すべき
です！

おばけん
 ポイント
おばけん
 ポイント

Q A協
同
労
働
に
つ
い
て

おばた 区長
協同労働は主体的かつ自由度の高い働き方
ができ、介護、福祉関連や、子育て関連、地
域づくり、自立支援など、なくてはならない
業務の担い手の一つとして注目されている。
協同労働の設立相談や業務相談に対しての
サポート体制が必要。墨田区や台東区では
勉強会を実施し、関係部門の整理を行って
いる。現在のサポート体制を伺う。

国や東京都が制度の概要説明や法人設立
の相談など幅広いサポートを行っている。
区では問合せ等に対して、国や東京都の担
当部署へつなげるなど、必要に応じて窓口
機能を担っていきたい。

区としても協同労働を後押しす
るよう、サポート機能の充実を
図るべきです！

おばけん
 ポイント
おばけん
 ポイント

労働者協同組合とは、労働者協同組合法（令和２年法
律第 �� 号）に基づいて設立された法人で、組合員が
出資し、それぞれの意見を反映して組合の事業が行わ
れ、組合員自らが事業に従事することを基本原理とす
る組織です。労働者協同組合法は、一部を除き、令和
４年 �� 月１日に施行されました。

協同労働とは？？

Q A私
道
助
成
に
つ
い
て

おばた 区長
劣化が進んだ私道の手すりを補修してほし
いという要望が。手すりは、道路と比較して
劣化する可能性が高い。現在、私道補修助
成の際に手すりも併せて補修できるが、手す
りのみの設置、補修だけでは活用できない。
「私道上の手すり」の助成制度を検討して
はどうか。

私道の手すりは、私有の空間でありながら、介
護制度が適用される屋内と公道の道路施設と
のはざまにある制度上の問題である。私道の
環境整備の一環として行う手すり設置助成の
可能性について、制度設計の検討を進めてい
きたい。

かなり前向きな答弁です！
私道上の手すりに対する助
成金制度創設に向けて、提
言を続けて参ります！

おばけん
 ポイント
おばけん
 ポイント

Q A
教
育
支
援
に
つ
い
て

おばた 教育長
足立区では、学習意欲はあるが家庭の経済的
事情で塾などに通えない生徒に対し、区営の
学習塾や、夏季勉強合宿、個別指導による集
中授業を行っている。こういった施策によって
、希望の高校に進学できた、などといった結
果も見られ大変好評である。学習活動に課題
を持つ生徒だけではなく、学習意欲は高いが
、家庭の経済的事情を抱える生徒に対しても
支援が必要。現状を伺う。

各学校で、算数、数学や英語の授業において、
習熟度別にクラスを編制し、個別最適な学習の
実現を目指している。板橋サマーイングリッシ
ュディとして、オンラインでＡＬＴと会話し、話
すことの技能を向上させる取組みも実施した。
中高生勉強会や教育科学館でのＳＴＥＡＭ教
育なども視野に入れながら、誰一人取り残さな
い支援を充実させていきたい。

家庭の経済的事情で、高い学
習意欲が失われてしまわない
ような支援が必要です！

おばけん
 ポイント
おばけん
 ポイント

Q A自
転
車
交
通
に
つ
い
て

おばた 区長
自転車の安全な通行空間の整備が求められ
ている。現状では車も自転車も歩行者も危
険が伴う状態である。オランダのアムステル
ダムでは、自動車、自転車、歩行者の道路が
完全に分けられており、安全に走行できる
環境が整っている。自転車が安全に走行す
るためには、自転車専用道路の整備を目指
すべきであると考えるが見解は。

自転車専用道路は、自転車のみの走行に着
目した場合、快適かつ安全な走行空間とな
る。本区のような市街地では、限られた道路
区域で自転車が独占的に走行できる空間の
整備は、現実としては難しい状況にある。

全ての区道に自転車専用道路を
設けるのは難しいですが、まち
づくりの方針の一環として、今後
も粘り強く訴えていきます！

おばけん
 ポイント
おばけん
 ポイント

Q Aい
た
ば
し

PAY
に
つ
い
て

おばた 区長
��月から いたばしＰａｙがスタートした。事
業者に対して売上げの�％キャッシュバック
、消費者には��％のプレミアムがあるが、こ
の喚起策が終わった後でも長く使われる仕
組みづくりが必要。区のイベントやボランテ
ィアに対してポイントを付与する制度を提案
する。いたばしＰａｙを持続可能な制度とし
ていくための方策について見解を伺う。

  
来年度は、購入金額に応じたポイント付与
等の普及啓発策を検討している。「いたばし
環境アクションポイント」などを対応させる
よう準備中。商店街におけるポイントラリー
や店舗広告の掲載なども想定をしており、区
民生活に密着したデジタル地域通貨として
長く使えるよう、今後も支援していく。

区民に愛される地域通貨とな
るよう今後も様々な提案を行
ってまいります！

おばけん
 ポイント
おばけん
 ポイント

Q A児
童
養
護
施
設
へ
の

サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て

おばた 区長
区は、養護施設卒園者に対して家賃補助を
行う「児童養護施設卒園者住まい応援プロ
ジェクト」を実施し、これまで約１２００万円
もの寄附が集まっている。現在のプロジェク
トでは、補助対象が「進学」に限られており
、約�割が就職する現状ではこの支援制度
を使えない対象者が多い。支援対象を拡大
することを求めるが、見解を伺う。

  
現在、区内に３施設ある児童養護施設の卒
園者のうち、進学者を対象としている。令和
４年７月から児童相談所業務を開始し、区
が措置した児童について、措置が解除され
た後の自立を支援していく役割を担うべきと
考えている。就職者への支援も含めて、対象
者の拡大を検討していきたい。

前向きな答弁！多くの卒園者に
制度を活用していただきたい
です！

おばけん
 ポイント
おばけん
 ポイント

Q Aおばた 教育長
子どもの発達には、個人差が存在している。
６年生だからこれくらいできて当たり前など
、一律のイメージの押しつけで子どもと接し
ていないか。一人一人の発達に応じた声がけ
ができれば、クラス全体に対する声がけも
変化し、さらには、学校生活に適応しにくか
った子どもへの支援にもつながることが期
待できる。ペアレントトレーニングなどの声
がけの手法を取り入れるべきと考えるが見
解を伺う。

  
教員がペアレントトレーニングなどの声がけ
の手法を活用することは、児童・生徒への個
別最適な指導となり、子どもたちの適切な
行動につながると言われている。声がけは、
教員と児童・生徒のよりよい関係を築くため
の重要な方法の１つにもなることについて、
研修などの機会を捉えて周知していく。

教育長にも大いに賛同していた
だきました。教員のスキルアップ
に役立てていただきたいです！

おばけん
 ポイント
おばけん
 ポイント

教
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

　

に
つ
い
て

「ペアレントトレーニング」は、子どもの行動を状況に応じた適応行動に
導く手法。���� 年頃からアメリカで実施され、有効性が科学的に証明さ
れている。子どもの行動を具体的に褒めることで、好ましい行動を増やし、
定着させていく。状況に応じた適切な行動を増やし、好ましくない行動
を減らすための効果的な褒め方や観察の方法、さらには、好ましくない
行動の原因を考え、環境を整えたり、周囲の大人の関わり方を変える手法。

ペアレントトレーニングとは？

協同労働を
実践してい
るこぶし保
育園を視察
(����/��)

詳しくは次ページに！！
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